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日本共産党三田市委員会の見解を紹介します。

長尾明憲

プロフィール

すずかけ台在住。1978年

西宮市生まれ。松が丘小、

八景中、三田西陵高校卒

(一回生)。佛教大学卒。高

校教諭一種(地理歴史)免許

取得。 IT 企業に勤務し

2011年退社。同年7月補

欠選挙にて初当選。

現在 市議4期目。
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憲法９条守り、くらしに希望を

12月議会で問責決議
3月議会で不信任決議を提案

不信任決議案に対する各議員の態度

公約に対する姿勢、発言など
市長としての資質に欠ける

・昨年９月議会「辞書と公約、法的根拠も含めて私は理解が大きく違っている」
・昨年１２月議会 市民病院神戸移転白紙撤回の公約を撤回
田村市長に対する問責決議
→圧倒的多数で議決（反対は維新のみ）しかし、給与削減や辞任の考えなし

・もう一つの目玉公約であった「子ども医療費無償化」
「中学校給食無償化」の予算措置なし

・３月代表質問で「官民連携」と「公民連携」の違いを問われていたにもかかわ
らず、言葉の意味を調べもせず発言を繰り返す。

田村克也市長に対する



子どもの医療費
18歳まで完全無料に

やっぱり市内に

市民病院が必要
議会内で唯一統合反対の声を上げ続けたのは日本共産党のみ。
統合には病床削減や多くの市民にとって遠方になる、2つの病院が1
つになることのリスク分散ができなくなるなど、課題が山積みです。

全国的にも広がっている
子どもの医療費無料化。
残念ながら三田市は今年
度の無償化が進みません
でした。

買い物や病院など、
便利に外出できる
交通支援を！

子どもが多いほど税負担
が大きい？
世帯の人数によって課さ
れる均等割りは廃止を

再開発の中で、まだ実現で
きていませんが、粘り強く
市、JRに対して求めていき
ます。

交通不便地域の
解消を

新三田駅に
エスカレータを

子どもの均等割り廃止で
国保税の負担軽減

学校統廃合ではなく
小規模で行き届いた教育を

学校給食を
無料に

全国で広がる給食無料化！
貧困対策、子育て支援とし
ても学校給食の無償化を

毎年要望！

●妊婦健診費用助成 8万5000円→9万→106000円
●飼い主のいない猫の対策
●産婦健康診査費用助成に5000円
●産後ケアの拡充
（訪問型と通所型1日（6時間）コース新設、
利用料（宿泊型等）の減額、対象者の拡大（産後1年まで））

●テニスコート全面張り替え（3面）
●児童クラブ長期休暇期間の受入時間繰り上げ
（8時30分→8時）

●児童クラブへのタブレット導入
●直営での病後児保育実施
●避難所の充実
（パーテーション、簡易ベッド（500人分））

●失語症者への意思疎通支援者派遣

子育て世帯への経済的支援、少子化対策や社会で子どもを育てていく観
点からも18歳までの無料化を求めていきます。

オーガニック
給食の実現を

子ども達に安全、安心でお
いしい給食を。食育の充実
や農業の振興にも。

「公民連携」の名のもとに水道事業や学校給食の民間活
力導入が検討されようとしています。生活に直結する水
道事業や食育という子どもの育成に欠かせない学校給食
など、採算性が求められる民間導入がそぐわない事業へ
は、直営での運営維持を求めていきます。

水道事業や学校給食は直営で！

みなさんとご一緒に実現しました
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